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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
塩 素 含 有 灰 に ア ル カ リ を 加 え 、 ア ル カ リ 濃 度 １ . ０ m o l / L 以 上 の 液 性 で ア ル カ リ 洗 浄 す る こ  
と に よ っ て 脱 塩 す る と 共 に 該 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム を 水 酸 化 カ ル シ ウ ム に す る  
ア ル カ リ 洗 浄 工 程 と 、 該 ア ル カ リ 洗 浄 工 程 の 後 に 、 固 液 分 離 し て 該 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 含  
む 固 形 分 を 回 収 す る 固 液 分 離 工 程 を 有 す る 脱 塩 洗 浄 灰 の 回 収 方 法 に お い て 、 上 記 塩 素 含 有  
灰 が 難 溶 性 塩 素 化 合 物 を 含 む も の で あ り 、 液 温 １ ０ ℃ 以 上 ～ ４ ０ ℃ 未 満 に お い て 、 ｐ Ｈ １  
３ . ０ 以 上 の 液 性 で ア ル カ リ 洗 浄 し 、 液 温 ４ ０ ℃ 以 上 ～ ８ ０ ℃ 以 下 に お い て 、 ｐ Ｈ １ ２ . ５  
以 上 の 液 性 で ア ル カ リ 洗 浄 す る こ と に よ っ て 、 脱 塩 洗 浄 灰 の 塩 素 濃 度 を ０ . ６ 質 量 ％ 以 下 に  
低 減 す る こ と を 特 徴 と す る 脱 塩 洗 浄 灰 の 回 収 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
塩 素 含 有 灰 ま た は 塩 素 含 有 灰 の 水 ス ラ リ ー に 、 密 閉 雰 囲 気 下 ま た は 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 下 で  
、 ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 以 上 に な る よ う に ア ル カ リ 溶 液 ま た は ア ル カ リ 粉 末 ま た は 粒  
状 ア ル カ リ を 加 え て ア ル カ リ 洗 浄 す る 請 求 項 １ に 記 載 す る 塩 素 含 有 灰 の 脱 塩 洗 浄 灰 の 回 収  
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 塩 素 含 有 灰 を 脱 塩 洗 浄 し て カ ル シ ウ ム を 効 果 的 に 回 収 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】

請求項の数　2　（全8頁）
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 廃 棄 物 や 産 業 廃 棄 物 の 焼 却 に よ っ て 発 生 し た 焼 却 灰 （ 主 灰 、 飛 灰 、 燃 え 殻 、 煤 塵 ）  
や 最 終 処 分 場 に 埋 め 立 て 処 分 さ れ た 焼 却 灰 、 あ る い は セ メ ン ト 工 場 か ら 発 生 す る ク リ ン カ  
ダ ス ト 等 を セ メ ン ト 原 料 等 と し て 再 利 用 す る こ と が 進 め ら れ て い る 。 一 方 、 こ れ ら の 焼 却  
灰 等 に は 十 数 ％ 程 度 の 塩 素 が 含 ま れ て い る の で 、 こ れ ら の 塩 素 を 含 む 上 記 各 種 の 焼 却 灰 や  
ク リ ン カ ダ ス ト 等 （ 以 下 、 こ れ ら を 塩 素 含 有 灰 と 云 う ） を 再 資 源 化 す る に は 用 途 に 応 じ た  
程 度 ま で 脱 塩 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 上 記 塩 素 含 有 灰 に は カ ル シ ウ ム 分 が 酸 化 物 換 算 で 概 ね ２ ０ ％ ～ ５ ０ ％ 程 度 と 豊 富  
に 含 ま れ お り 、 こ の カ ル シ ウ ム 分 を 有 効 に 回 収 で き れ ば 、 塩 素 含 有 灰 の 再 資 源 化 を 拡 大 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 塩 素 含 有 灰 の 脱 塩 に つ い て 、 該 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る 塩 素 化 合 物 の 大 部 分 は 水 溶 性  
な の で 水 洗 浄 し て 脱 塩 で き る が 、 塩 素 化 合 物 の 一 部 は 水 に 難 溶 性 の フ リ ー デ ル 氏 塩 （ 3 C a  
O ・ A l ２ O ３ ・ C a C l ２ ・ 1 0 H ２ O ） 等 を 形 成 し て お り 、 水 洗 浄 だ け で は 十 分 に 脱 塩 す る こ と  
が で き な い 。 一 方 、 フ リ ー デ ル 氏 塩 等 に 酸 を 加 え て ｐ Ｈ を 低 下 さ せ る こ と で 脱 塩 す る 方 法  
が 知 ら れ て い る 。 た だ し 、 こ の 方 法 で は ｐ Ｈ の 低 下 に 伴 い 、 塩 素 と 一 緒 に カ ル シ ウ ム も 溶  
出 す る の で 、 酸 洗 浄 だ け で は カ ル シ ウ ム を 十 分 に 回 収 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 塩 素 含 有 灰 に 炭 酸 塩 を 含 む 水 を 加 え て 洗 浄 す る 方 法 （ 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ ２ ６ ４ ６  
２ 公 報 ） 、 あ る い は 塩 素 含 有 灰 の 水 ス ラ リ ー に 炭 酸 ガ ス を 吹 き 込 ん で 洗 浄 す る 方 法 が 知 ら  
れ て い る （ 特 許 第 ３ ９ ２ ４ ８ ２ ２ 号 公 報 ） 。 し か し 、 炭 酸 塩 や 炭 酸 ガ ス を 用 い て 洗 浄 す る  
と 、 フ リ ー デ ル 氏 塩 は 分 解 し て 脱 塩 さ れ る の で 脱 塩 洗 浄 灰 を 得 る こ と が で き る が 、 カ ル シ  
ウ ム の 一 部 は 水 に 難 溶 性 の 炭 酸 カ ル シ ウ ム に な り 、 こ れ が 洗 浄 後 の 固 液 分 離 に よ っ て 固 形  
分 と し て 洗 浄 灰 と 共 に 回 収 さ れ る 。 こ の 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 含 む 洗 浄 灰 を セ メ ン ト 原 料 に 用  
い る と 、 そ の 製 造 工 程 で 多 量 の Ｃ Ｏ ２ が 発 生 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 塩 素 含 有 灰 を セ メ ン ト 原 料 と し て 再 利 用 す る に は 、 十 分 に 脱 塩 す る と 共 に  
セ メ ン ト 成 分 に な る カ ル シ ウ ム を 有 効 に 回 収 で き る こ と が 求 め ら れ る 。 さ ら に 、 セ メ ン ト  
製 造 時 の 低 炭 素 化 （ Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 削 減 ） の 要 求 に 従 う に は 、 カ ル シ ウ ム は 炭 酸 塩 （ Ｃ ａ Ｃ  
Ｏ ３ 、 Ｃ ａ Ｍ ｇ ( Ｃ Ｏ ３ ) ２ な ど ） 以 外 の 形 態 で あ る こ と が 望 ま れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ ２ ６ ４ ６ ２ 号 公 報
【 文 献 】 特 許 第 ３ ９ ２ ４ ８ ２ ２ 号 公 報
【 文 献 】 特 許 第 ５ ５ ６ １ ３ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 し た も の で あ り 、 塩 素 含 有 灰 を 十 分 に 脱 塩 す る と 共 に 灰 に 含  
ま れ る カ ル シ ウ ム を 効 果 的 に 回 収 す る こ と が で き る 処 理 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 以 下 の 構 成 に よ っ て 上 記 問 題 を 解 決 し た 処 理 方 法 で あ り 、 塩 素 含 有 灰  
を 脱 塩 し て 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 含 む 洗 浄 灰 を 回 収 す る 方 法 で あ る 。
〔 １ 〕 塩 素 含 有 灰 に ア ル カ リ を 加 え 、 ア ル カ リ 濃 度 １ . ０ m o l / L 以 上 の 液 性 で ア ル カ リ 洗 浄  
す る こ と に よ っ て 脱 塩 す る と 共 に 該 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム を 水 酸 化 カ ル シ ウ ム  
に す る ア ル カ リ 洗 浄 工 程 と 、 該 ア ル カ リ 洗 浄 工 程 の 後 に 、 固 液 分 離 し て 該 水 酸 化 カ ル シ ウ  
ム を 含 む 固 形 分 を 回 収 す る 固 液 分 離 工 程 を 有 す る 脱 塩 洗 浄 灰 の 回 収 方 法 に お い て 、 上 記 塩  
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素 含 有 灰 が 難 溶 性 塩 素 化 合 物 を 含 む も の で あ り 、 液 温 １ ０ ℃ 以 上 ～ ４ ０ ℃ 未 満 に お い て 、  
ｐ Ｈ １ ３ . ０ 以 上 の 液 性 で ア ル カ リ 洗 浄 し 、 液 温 ４ ０ ℃ 以 上 ～ ８ ０ ℃ 以 下 に お い て 、 ｐ Ｈ １  
２ . ５ 以 上 の 液 性 で ア ル カ リ 洗 浄 す る こ と に よ っ て 、 脱 塩 洗 浄 灰 の 塩 素 濃 度 を ０ . ６ 質 量 ％  
以 下 に 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る 脱 塩 洗 浄 灰 の 回 収 方 法 。
〔 ２ 〕 塩 素 含 有 灰 ま た は 塩 素 含 有 灰 の 水 ス ラ リ ー に 、 密 閉 雰 囲 気 下 ま た は 不 活 性 ガ ス 雰 囲  
気 下 で 、 ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 以 上 に な る よ う に ア ル カ リ 溶 液 ま た は ア ル カ リ 粉 末 ま  
た は 粒 状 ア ル カ リ を 加 え て ア ル カ リ 洗 浄 す る 上 記 [ １ ] に 記 載 す る 塩 素 含 有 灰 の 脱 塩 洗 浄 灰  
の 回 収 方 法 。
【 ０ ０ １ ０ 】
〔 具 体 的 な 説 明 〕
　 本 発 明 の 処 理 方 法 は 、 塩 素 含 有 灰 に ア ル カ リ を 加 え 、 ア ル カ リ 濃 度 １ . ０ m o l / L 以 上 の 液  
性 で ア ル カ リ 洗 浄 す る こ と に よ っ て 脱 塩 す る と 共 に 該 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム を  
水 酸 化 カ ル シ ウ ム に す る ア ル カ リ 洗 浄 工 程 と 、 該 ア ル カ リ 洗 浄 工 程 の 後 に 、 固 液 分 離 し て  
該 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 含 む 固 形 分 を 回 収 す る 固 液 分 離 工 程 を 有 す る 脱 塩 洗 浄 灰 の 回 収 方 法
に お い て 、 上 記 塩 素 含 有 灰 が 難 溶 性 塩 素 化 合 物 を 含 む も の で あ り 、 液 温 １ ０ ℃ 以 上 ～ ４ ０  
℃ 未 満 に お い て 、 ｐ Ｈ １ ３ . ０ 以 上 の 液 性 で ア ル カ リ 洗 浄 し 、 液 温 ４ ０ ℃ 以 上 ～ ８ ０ ℃ 以 下  
に お い て 、 ｐ Ｈ １ ２ . ５ 以 上 の 液 性 で ア ル カ リ 洗 浄 す る こ と に よ っ て 、 脱 塩 洗 浄 灰 の 塩 素 濃  
度 を ０ . ６ 質 量 ％ 以 下 に 低 減 す る こ と を 特 徴 と す る 脱 塩 洗 浄 灰 の 回 収 方 法 で あ る 。
　 本 発 明 の 処 理 方 法 の 概 略 を 図 １ の 工 程 図 に 示 す 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 は 塩 素 含 有 灰 の 脱 塩 と 共 に カ ル シ ウ ム を 固 定 化 し て 有 効 に 回 収 す る 処  
理 方 法 で あ る 。 本 発 明 の 処 理 方 法 に お い て 、 塩 素 含 有 灰 は 一 般 廃 棄 物 や 産 業 廃 棄 物 の 焼 却  
灰 や 最 終 処 分 場 に 埋 め 立 て 処 分 さ れ た 焼 却 灰 あ る い は セ メ ン ト 工 場 か ら 発 生 す る ダ ス ト な  
ど の 塩 素 を 含 む 灰 類 を 広 く 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
＜ ア ル カ リ 洗 浄 工 程 ＞
　 本 発 明 の 処 理 方 法 は 、 塩 素 含 有 灰 に 、 ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 以 上 に な る よ う に ア ル  
カ リ を 加 え て 洗 浄 す る こ と に よ っ て 、 脱 塩 す る と 共 に 該 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム  
を 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 状 態 で 固 形 化 す る ア ル カ リ 洗 浄 工 程 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 塩 素 含 有 灰 に 加 え る ア ル カ リ は 溶 液 で も よ く 粉 末 状 な い し 粒 状 で も よ い 。 ア ル カ リ の 種  
類 は 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 水 酸 化 カ リ ウ ム な ど の 一 般 的 な ア ル カ リ 金 属 の 水 酸 化 物 を 用 い る  
こ と が で き る 。 塩 素 含 有 灰 に 洗 浄 水 を 加 え て ス ラ リ ー 化 し た 後 に 、 ア ル カ リ 溶 液 あ る い は  
ア ル カ リ 粉 末 、 粒 状 ア ル カ リ を 加 え て も い い し 、 塩 素 含 有 灰 に ア ル カ リ 溶 液 を 直 接 加 え て  
も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア ル カ リ を 加 え た 塩 素 含 有 灰 ス ラ リ ー の 液 固 比 は ２ ～ ２ ０ （ 液 体 ： 固 体 ＝ ２ ： １ ～ ２ ０  
： １ ） が 好 ま し く 、 ３ ～ １ ０ （ 液 体 ： 固 体 ＝ ３ ： １ ～ １ ０ ： １ ） が よ り 好 ま し い 。 液 固 比  
が ２ ０ を 超 え る と ア ル カ リ の 添 加 量 が 過 剰 と な る 。 一 方 、 液 固 比 が ２ 未 満 で は 液 量 が 少 な  
過 ぎ て 洗 浄 が 不 十 分 に な る 。 液 固 比 が ３ ～ １ ０ 程 度 で あ れ ば 、 十 分 に 洗 浄 し て 脱 塩 効 果 を  
高 め る こ と が で き 、 ま た フ リ ー デ ル 氏 塩 な ど の 溶 出 も 進 む の で 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム を 十 分  
に 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 以 上 に な る よ う に ア ル カ リ を 加 え て 洗 浄 を 行 う 。 ア ル カ リ 濃  
度 １ . ０ m o l / L 以 上 で ア ル カ リ 洗 浄 す る こ と に よ っ て 塩 素 含 有 灰 の 脱 塩 が 進 む 。 こ れ は 、 Ｏ  
Ｈ － イ オ ン と フ リ ー デ ル 氏 塩 な ど の 難 溶 性 塩 素 化 合 物 に 含 ま れ る Ｃ ｌ － イ オ ン と の イ オ ン  
交 換 反 応 が 起 き 、 塩 素 の 溶 出 が 促 進 さ れ る こ と に よ る と 推 察 さ れ る 。 Ａ ｌ ( Ｏ Ｈ ) ４ － イ オ ン  
（ ア ル ミ ン 酸 イ オ ン ） が 存 在 す れ ば 同 様 に 脱 塩 が 進 む 。 ま た 強 ア ル カ リ に よ っ て 塩 素 を 含  
む ケ イ 酸 化 合 物 が 溶 解 し て 脱 塩 が 進 む こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 ま た 、 ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 以 上 に な る よ う に ア ル カ リ を 加 え て 洗 浄 す る こ と に よ  
っ て 、 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム を 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 状 態 で 固 形 化 す る こ と が で  
き る 。 焼 却 灰 や 焼 却 飛 灰 な ど の 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム は 水 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 炭  
酸 カ ル シ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム な ど の 形 態 で 存 在 し て い る が 、 ア ル カ リ 濃 度 １ . ０ m o l / L 以  
上 の ア ル カ リ 洗 浄 す る こ と に よ っ て 大 部 分 が 水 酸 化 カ ル シ ウ ム に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 洗 浄 時 の ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 未 満 で は 脱 塩 が 不 十 分 に な る 。 さ ら に ｐ Ｈ ７ 前 後 で  
は 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る 水 酸 化 カ ル シ ウ ム や 炭 酸 カ ル シ ウ ム は ｐ Ｈ の 低 下 に よ っ て 溶 解 し  
て 液 中 に 含 ま れ る の で 、 カ ル シ ウ ム を 固 形 化 し て 回 収 す る の が 難 し く な り 、 カ ル シ ウ ム の  
回 収 率 が 大 幅 に 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 以 上 の 液 性 下 に お い て 、 液 温 が １ ０ ℃ 以 上 ～ ４ ０ ℃ 未 満 に お  
い て は ｐ Ｈ １ ３ . ０ 以 上 で ア ル カ リ 洗 浄 を 行 い 、 液 温 が ４ ０ ℃ 以 上 ～ ８ ０ ℃ 以 下 に お い て は  
ｐ Ｈ １ ２ . ５ 以 上 で ア ル カ リ 洗 浄 を 行 う こ と に よ っ て 、 洗 浄 灰 の 塩 素 濃 度 を 概 ね ０ . ６ 質 量  
％ 以 下 に 脱 塩 す る こ と が き 、 ま た 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム を 水 酸 化 カ ル シ ウ ム に  
し て 固 形 化 す る こ と が で き る 。 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 溶 解 度 は 液 温 の 上 昇 に 伴 っ て 低 下 す る  
の で 、 上 記 液 温 に す る こ と に よ っ て 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 回 収 量 を 増 や す こ と が で き る 。 ま  
た 、 Ｃ Ｏ ２ ガ ス の 溶 解 度 も 温 度 の 上 昇 に 伴 い 低 下 す る の で 、 上 記 液 温 に す る こ と に よ っ て  
カ ル シ ウ ム の 炭 酸 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 な お 、 液 温 を ８ ０ ℃ よ り 高 く す る 必 要 は な  
い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ア ル カ リ 洗 浄 工 程 は 大 気 中 の 二 酸 化 炭 素 の 混 入 に よ る カ ル シ ウ ム の 炭 酸 化 を 防 ぐ た め に  
、 密 閉 雰 囲 気 に し 、 あ る い は 窒 素 ガ ス な ど の 不 活 性 ガ ス 雰 囲 気 に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
＜ 固 液 分 離 工 程 ＞
　 ア ル カ リ 洗 浄 し た ス ラ リ ー を 固 液 分 離 し て 固 形 分 を 回 収 す る 。 こ の 固 形 分 に は 脱 塩 洗 浄  
灰 と 共 に 水 酸 化 カ ル シ ウ ム が 含 ま れ て い る 。 塩 素 含 有 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム 分 を 水 酸 化  
カ ル シ ウ ム に し て 固 定 化 す る こ と に よ っ て 、 概 ね ８ ５ 質 量 ％ 以 上 の カ ル シ ウ ム 分 を 回 収 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 固 液 分 離 装 置 と し て 、 フ ィ ル タ ー プ レ ス 、 真 空 ベ ル ト フ ィ ル タ ー 、 遠 心 脱 水 機 な ど を 用  
い る こ と が で き る 。 フ ィ ル タ ー プ レ ス が 使 用 し や す い 。 例 え ば 、 フ ィ ル タ ー プ レ ス で 固 液  
分 離 し て 得 た 洗 浄 灰 ケ ー キ を 洗 浄 水 で 貫 通 洗 浄 す る こ と に よ っ て 、 脱 塩 効 果 を さ ら に 高 め  
る こ と が で き る 。 な お 、 フ ィ ル タ ー プ レ ス に よ っ て 得 ら れ る 洗 浄 灰 ケ ー キ の 含 水 率 は ２ ５  
～ ４ ０ ％ 程 度 と 低 く 、 余 剰 な 水 分 が 付 着 し て い な い た め 、 重 量 が 軽 減 さ れ て ハ ン ド リ ン グ  
性 も 向 上 す る 。 発 生 し た 洗 浄 排 水 は 塩 素 を 含 む の で 排 水 処 理 し て 放 流 す る が 、 フ ィ ル タ ー  
プ レ ス を 貫 通 洗 浄 し て 発 生 し た 洗 浄 排 水 は 塩 素 濃 度 が 低 い た め 、 ア ル カ リ 洗 浄 時 の 洗 浄 水  
と し て 循 環 利 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 に お い て 、 ア ル カ リ 洗 浄 す る 前 に 、 塩 素 含 有 灰 を 粉 砕 す る こ と に よ っ  
て 効 率 よ く 脱 塩 す る こ と が で き る 。 粉 砕 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 振 動 ミ ル 、 ハ ン マ ー ミ ル  
な ど が あ る 。 粉 砕 と ア ル カ リ 洗 浄 を 同 時 に 行 っ て も 良 い 。 ま た 、 洗 浄 処 理 は 多 段 洗 浄 で も  
よ く 、 例 え ば 、 ま ず 水 洗 浄 し て 水 に 可 溶 な 塩 素 化 合 物 （ Ｎ ａ Ｃ ｌ 、 Ｋ Ｃ ｌ 、 Ｃ ａ Ｃ ｌ ( Ｏ Ｈ  
) 、 Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ 等 ） を 除 去 し た 後 に 、 ア ル カ リ 洗 浄 を 行 っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
〔 処 理 設 備 〕
　 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る 処 理 設 備 の 一 例 を 図 ２ に 示 す 。 図 示 す る 処 理 設 備 で は 、 塩 素 含  
有 灰 と 洗 浄 水 を 受 け 入 れ る 振 動 ミ ル １ が 設 け ら れ て い る 。 該 振 動 ミ ル １ に お い て 塩 素 含 有  
灰 が 適 度 に 粉 砕 さ れ る 。 該 振 動 ミ ル １ か ら 排 出 さ れ た 塩 素 含 有 灰 ス ラ リ ー は 撹 拌 洗 浄 槽 ２  
に 送 ら れ る 。 該 撹 拌 洗 浄 槽 ２ に は ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 以 上 に な る よ う に ア ル カ リ 溶  
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液 が 供 給 さ れ て 撹 拌 洗 浄 さ れ る 。 洗 浄 後 の ス ラ リ ー は フ ィ ル タ ー プ レ ス ３ に 送 ら れ る 。 該  
フ ィ ル タ ー プ レ ス ３ で 脱 水 処 理 さ れ 、 発 生 し た 洗 浄 排 水 は 排 水 処 理 設 備 ４ に 送 ら れ る 。 な  
お 、 こ の 洗 浄 排 水 を ア ル カ リ 洗 浄 の 洗 浄 水 と し て 利 用 し て も 良 い 。 一 方 、 脱 水 ケ ー キ （ 脱  
塩 洗 浄 灰 ） は セ メ ン ト 製 造 設 備 ５ に 送 ら れ て 再 利 用 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 に よ れ ば 、 ア ル カ リ 濃 度 １ . ０ m o l / L 以 上 で ア ル カ リ 洗 浄 す る こ と に よ っ て  
、 難 溶 性 塩 素 化 合 物 に 含 ま れ る 塩 素 の 溶 出 を 促 進 さ せ て 脱 塩 効 果 を 高 め る こ と が で き 、 か  
つ 塩 素 含 有 灰 中 の カ ル シ ウ ム を 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 状 態 で 固 形 化 す る こ と に よ っ て 、 カ ル  
シ ウ ム 分 を 豊 富 に 含 む 脱 塩 洗 浄 灰 を 回 収 す る こ と が で き る 。 こ の 脱 塩 洗 浄 灰 は セ メ ン ト 原  
料 の 代 替 物 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 脱 塩 洗 浄 灰 に 含 ま れ る カ ル シ ウ ム は  
水 酸 化 物 で あ る た め 、 こ の 脱 塩 洗 浄 灰 を セ メ ン ト 原 料 に 用 い た 場 合 に 、 Ｃ Ｏ ２ を ほ と ん ど  
排 出 し な い た め セ メ ン ト 製 造 時 の 低 炭 素 化 に 大 き く 貢 献 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 処 理 方 法 の 概 略 を 示 す 工 程 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 処 理 方 法 を 実 施 す る 処 理 設 備 の 概 略 図 。
【 図 ３ 】 実 施 例 お よ び 比 較 例 の 洗 浄 灰 の Ｘ Ｒ Ｄ パ タ ー ン 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 比 較 例 と 共 に 示 す 。 回 収 し た 洗 浄 灰 の Ｃ ｌ 濃 度 は 洗 浄 灰 を 酸 溶  
解 後 に 溶 解 液 中 の Ｃ ｌ 濃 度 を 電 量 滴 定 装 置 で 測 定 し て 分 析 し た 。 回 収 し た 洗 浄 灰 の Ｃ ａ 濃  
度 は 蛍 光 Ｘ 線 分 析 （ Ｘ Ｒ Ｆ ） に て 測 定 し た 。 こ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。 ま た 、 回 収 し た 洗 浄  
灰 の Ｘ Ｒ Ｄ パ タ ー ン を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
〔 実 施 例 〕
　 焼 却 飛 灰 （ Ｃ ｌ 濃 度 １ ２ . ５ 質 量 ％ 、 Ｃ ａ 濃 度 ２ ５ . ９ 質 量 ％ ） を １ ０ ５ ℃ で 乾 燥 し た 後  
に 篩 分 け し 、 １ m m 以 下 の 灰 １ ０ ｇ に 純 水 １ ０ ０ m L を 加 え て 一 次 洗 浄 し た 。 こ の 一 次 洗 浄  
し た 灰 １ ０ ｇ に １ . ０ m o l / L ～ ３ . ０ m o l / L の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム （ Ｎ ａ Ｏ Ｈ ） 溶 液 １ ０ ０ m L  
を 加 え て ス ラ リ ー に し 、 液 温 １ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ で 振 と う し 、 ア ル カ リ 洗 浄 を 行 っ た 。 こ の ア  
ル カ リ 洗 浄 し た ス ラ リ ー を 濾 過 し 、 洗 浄 ケ ー キ を 回 収 し た 。 こ の 洗 浄 ケ ー キ に 純 水 ５ ０ m L  
を 加 え て ケ ー キ 洗 浄 を 行 い 、 脱 塩 洗 浄 灰 を 回 収 し た 。 こ の 脱 塩 洗 浄 灰 を １ ０ ５ ℃ に 乾 燥 し  
て 乾 燥 脱 塩 洗 浄 灰 ６ . １ ４ ｇ ～ ６ . ５ ８ ｇ を 回 収 し た （ N o . Ａ １ ～ Ａ ８ ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
〔 比 較 例 〕
　 実 施 例 の 一 次 洗 浄 し た 灰 に つ い て 、 ０ . １ m o l / L ～ ０ . ８ m o l / L の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液  
を 加 え て 、 液 温 ２ ５ ℃ で ア ル カ リ 洗 浄 を 行 っ た （ N o . Ｂ １ 、 Ｂ ２ 、 Ｂ ３ ） 。
　 実 施 例 の 一 次 洗 浄 し た 灰 に つ い て 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 に 代 え て 純 水 を 加 え 、 ｐ Ｈ １  
２ . ３ の 液 性 下 、 液 温 ２ ５ ℃ で 水 洗 浄 を 行 っ た （ N o . Ｂ ４ ） 。
　 実 施 例 の 一 次 洗 浄 し た 灰 に つ い て 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 に 代 え て ０ . ７ m o l / L 塩 酸 を 加  
え て ｐ Ｈ ７ . １ に 調 整 し 、 液 温 ２ ５ ℃ で 塩 酸 洗 浄 を 行 っ た （ N o . Ｂ ５ ） 。
　 実 施 例 の 一 次 洗 浄 し た 灰 に つ い て 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 溶 液 に 代 え て ０ . １ m o l / L 炭 酸 ソ ー  
ダ 溶 液 を 加 え て ｐ Ｈ １ ２ . ８ の 液 性 下 、 液 温 ２ ５ ℃ で 炭 酸 ソ ー ダ 洗 浄 を 行 っ た （ N o . Ｂ ６ ）  
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 ア ル カ リ 濃 度 １ . ０ m o l / L で ア ル カ リ 洗 浄 し た 本 発 明 の 試 料 Ａ １ ～ Ａ  
８ は 、 何 れ も 洗 浄 灰 の Ｃ ｌ 濃 度 は ０ . ６ 質 量 ％ 以 下 に 脱 塩 さ れ て お り 、 Ｃ ａ 濃 度 は ３ ５ 質 量  
％ 以 上 で あ っ て 、 Ｃ ａ 回 収 率 は ８ ５ ％ 以 上 で あ る 。
　 一 方 、 ア ル カ リ 洗 浄 時 の ア ル カ リ 濃 度 が １ . ０ m o l / L 未 満 の 比 較 試 料 Ｂ １ ～ Ｂ ３ は 、 洗 浄  
灰 の Ｃ ａ 濃 度 は ３ ５ . １ ～ ３ ６ . ２ 質 量 ％ で あ り 、 Ｃ ａ 回 収 率 は ８ ８ ％ ～ ９ ０ ％ で あ る が 、  
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Ｃ ｌ 濃 度 は ０ . ６ ９ ～ ０ . ８ ６ 質 量 ％ で あ り 脱 塩 効 果 が 大 幅 に 低 い 。
　 さ ら に 、 ア ル カ リ 洗 浄 に 代 え て 水 洗 浄 を 行 っ た 試 料 Ｂ ４ は 、 洗 浄 灰 の Ｃ ａ 濃 度 は ３ ２ . １  
質 量 ％ で あ り 、 Ｃ ａ 回 収 率 は ８ ６ ％ で あ る が 、 Ｃ ｌ 濃 度 は ０ . ８ ６ 質 量 ％ で あ り 脱 塩 効 果 が  
大 幅 に 低 い 。
　 ま た 、 ア ル カ リ 洗 浄 に 代 え て 塩 酸 洗 浄 を 行 っ た 試 料 Ｂ ５ は 、 洗 浄 灰 の Ｃ ｌ 濃 度 は ０ . ３ ６  
質 量 ％ で あ り 脱 塩 効 果 が 高 い も の の 、 Ｃ ａ 濃 度 は ２ ４ . ４ 質 量 ％ で あ り 、 Ｃ ａ 回 収 率 は ３ ８  
％ と 大 幅 に 低 い 。
　 ア ル カ リ 洗 浄 に 代 え て 炭 酸 ソ ー ダ 洗 浄 を 行 っ た 試 料 Ｂ ６ は 、 洗 浄 灰 の Ｃ ｌ 濃 度 は ０ . ５ ４  
質 量 ％ で あ り 脱 塩 効 果 が 高 い 。 ま た 洗 浄 灰 の Ｃ ａ 濃 度 は ３ ３ . ９ 質 量 ％ で あ り 、 Ｃ ａ 回 収 率  
は ９ ０ ％ で あ る が 、 図 ３ の Ｘ Ｒ Ｄ に 示 す よ う に 、 カ ル シ ウ ム の 大 分 部 は 炭 酸 カ ル シ ウ ム で  
あ る た め 、 回 収 し た 洗 浄 灰 を セ メ ン ト 原 料 に 用 い る と 、 そ の 製 造 工 程 で 多 量 の Ｃ Ｏ ２ が 発  
生 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 １ 】
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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